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１ 統計学の本質に関する歴史的論争に発展した統計の

訳字論争 

２ 明暗を分けた海軍と陸軍の脚気対策 

 

 

 
森鴎外は、明治・大正期の小説家、劇作家、評論家、翻訳

家であり、代表作として、「舞姫」、「雁」、「阿部一族」な

どが有名ですが、我が国の衛生学の開拓者として、軍医と

しても活躍しました。 

 鴎外は、ドイツ留学から帰国して陸軍大学校教官をし

ていたころ、統計専門家との間で統計論争を展開しまし

た。論争のテーマは、「スタチスチック（Statistic：統計

の意）」の訳語の「統計」が適切であるかどうか、また、

統計学は科学であるのか、方法論であるのかという学問

の本質に関することでした。 

 前者については、「統計」は「スタチスチック」の本来

の意味を適切に表現していないとする統計専門家の意見

に対し、鴎外は言葉の意味を考え過ぎだと反論し、その結

果、次第に「統計」という訳語が定着していきました。 

 後者については、科学と方法を区別し、医学、経済学等

は全て科学であるが、統計学は理法（ロジック）と同じく

一つの方法に過ぎないと主張しました。この主張は、現代

の統計学からすると誤った考えといえますが、その背景

には、当時、陸軍と海軍とで考え方が異なっていた脚気

(かっけ)対策があったと考えられています。海軍は、統計

分析により、脚気の原因は日本食（白米）にありとして西

洋食（パン）を採用したのに対し、鴎外の属する陸軍では、

脚気の原因はウイルスと信じ、ウイルスを発見するには

実験医学によって因果関係を明らかにする必要があると

考え、統計によっては原因・結果の断定はできないと結論

付けたのです。 

 

【参考資料】：国立国会図書館インターネット資料収集保

存事業（WARP）により保存された 2018 年６月１日現在の

統計学習サイト「なるほど統計学園高等部」（統計年表）

に掲載の森鴎外のプロフィール、【写真】：国立国会図書館

ＨＰ「近代日本人の肖像」 

 

 

 

１ 統計学の本質に関する歴史的論争に発展し

た統計の訳字論争 

（本稿は総務省統計局ＨＰ「統計Today №136」を基に作成） 

 

１ 「統計」という訳字に異論を唱えた杉亨二 

明治４年（1871 年）に大蔵省に統計司（同年、統計寮に改

称）が設置され、明治 7 年に文部省から「統計学」（箕作麟

祥訳）が出版され、明治 13 年に東京統計協会から「統計集

誌」が創刊され、明治 14 年には統計院が設置され、明治 15 

年には同院から「統計年鑑」が出版され、明治 16 年には共

立統計学校が開校され、徐々に「統計」という訳字が浸透し

てきました。 

明治 19 年（1886 年）の「スタチスチック雑誌第１号」に

杉亨二の「スタチスチックの話」が掲載されており、「（杉が）

知る所にても「スタチスチック」に統計なる（中国語の）意

味のあることは未だ曾
かつ

て見あたらず･･･」としています。杉

の指摘どおり前述の英華字典（明治 16 年出版）でも

「Statistics」を中国語で「国紀」、「国志」と、「a general 

statistical account」を「統紀」と訳しており、「統計」とし

ていません。ただ、英華和訳字典. 坤（明治 12 年出版）に

おいて、 英語「a general statistical account」を中国語で

「統記」と訳し、これを「トウケイヘウ」（統計表）と和訳し

ていることについては、杉が承知していたのか否かは定かで

はありません。 

 杉は、「統計」という訳字に異論を唱えた一人であり、「ス

タチスチック」の訳字として適切なものはないことから、無

理に訳さず原語をそのまま用いるべきであると主張しまし

た。高野岩三郎は「社会統計学史研究」（昭和 22 年（1947 

年）出版）（論文第６杉亨二博士と本邦の統計学）において、

杉を「訳字排斥・原語採用論者」であるとし、その論拠の主

旨を次のように評価しています。 

 明治 32 年（1899 年）の「統計集誌第 223 号」に杉亨二

の「統計大意」が掲載されており、「統計を計算するものと心

得、物の数を並べさえすれば之を統計とする無責任なる統計

の作成は許されない」旨を論じており、高野岩三郎は前述の

「杉亨二博士と本邦の統計学」において、「無責任なる統計

の作成を戒めたる博士の主旨は、現時に在ても我統計家の深

く服膺
ふくよう

すべき點
てん

である。」としています。 

 

 

 



２ 統計訳字論争の経緯と争点1 

森鴎外はドイツ留学から帰国後、呉秀三(呉文聰の末弟）

からの依頼を受けて、その翌年（明治 22 年）２月に出版さ

れたエステルレン著・呉秀三訳「医学統計論」2に序文を書

きました。ところが、鴎外の序文に関連して今井武夫との

間に統計訳字論争が生じました。この経緯を示すと次の表の

とおりです。 

 論争のテーマは、「スタチスチック」（Statistic）の訳字は

「統計」が適切であるかどうかから始まり、統計学は科学で

あるのか方法論であるのか、統計は因果関係を探求する方法

かといった学の本質に関することに及びました。論争は約10

か月間に及びました。両者の見解は平行線をたどり、相交え

ることはなかったのです。 

表１ 論争の経緯 

●東京医事新誌編集部に匿名の手紙（今井武夫による）で「医学

統計論」の序文で「統計」と使い、なぜ「スタチスチック」と使

わないのかとのクレーム。 

◆森林太郎 

「統計ニ就テ」  

東京医事新誌  

(明治 22 年３月)第 573 号 

●今井武夫 

「統計ニ就テ」 

スタチスチック雑誌(明治 22

年５月）第 37 号 

◆森林太郎 

「統計ニ就テノ分疏」 

東京医事新誌  

(明治 22 年６月)第 584 号 

●今井武夫 

「再ビ統計ニ就テ」 

スタチスチック雑誌 

(明治 22 年７月）第 39 号 

◆森林太郎(湖上逸民) 

「統計三家論ヲ讀ム」   

東京医事新誌 

(明治 22 年８月)第 593 号  

◆森林太郎(鴎外漁史) 

「答今井武夫君」 

東京医事新誌 

(明治 22 年８月)第 593 号 

●今井武夫 

「三タビ統計ニ就テ」  

スタチスチック雑誌 

(明治 22 年９月）第 41 号 

◆森林太郎(湖上逸民) 

「讀第三駁義」  

東京医事新誌 

(明治 22 年 10 月)第 603 号 

◆森林太郎(忍岡樵客) 

「「三タビ統計ニ就テ」ヲ讀ム」 

東京医事新誌 

(明治 22 年 10 月)第 604 号 

◆森林太郎(湖上逸民) 

「統計ノ訳字ハ其定義ニ負カズ」 

東京医事新誌 

(明治 22 年 11 月)第 605 号 

●今井武夫 

「四タビ統計ニ就テ」（未完） 

スタチスチック雑誌 

(明治22年12月)第 44 号 

 

表２ 争点 

争点 森鴎外(森林太
郎) 

今井武夫（杉亨二
グループ） 

①「スタチスチッ

ク」の訳字は「統計」

が適切であるか 

・スタチスチック

は「統べ計る」とい

う訳字で意味は通

じる 

・中国語の「統計」

には合計の意味の

外はない 

②統計学は科学で

あるのか、方法論で

あるのか 

・スタチスチック

は科学でなく方法

である 

・スタチスチック

は、他の科学を補助

する方法のみでは

なく、人間社会の現

象を研究する科学

である 

③統計は因果関係

を探求する方法か 

・スタチスチック

は原因を探り法則

を知り得るもので

はない 

・人間社会の諸現

象を、いろいろな要

因との関係で探討

すれば、原因を探り

法則を定めること

ができる 

                                                       
1【参考文献】島村史郎「日本統計史群像」（平成 21 年）、宮川公男「統計学の日本史」（平成 29 年） 
2「東京医事新誌 」(明治 22 年２月)第 569 号：岩波書店「鴎外全集」28 巻 217 頁 

３ 「統計」の用語（訳字）の定着と意外な展開 

「統計」の用語（訳字）は時代とともに定着し、1900 年代

初頭に日本の統計学関係の書籍（横山雅男の統計講義録の書

籍。横山は共立統計学校の卒業生であり、言わば杉の門下生。）

を通じて中国に伝わってそのまま根付き、今日では中国語

【统计（To  ̌ngjì）】としても使われています。また、韓国語

【통계（tong-gye）】、ベトナム語【tho  ቷng kê】としても使わ

れています。 

このように、英語の「Statistics」は今日では日本語でも中

国語でも「統計」が用いられ、中国語の「統計」は「Sum」の

訳字にとどまらず、「Statistics」の訳字にもなりました。統

計訳字論争の争点の一つ（「スタチスチック」の訳字は「統

計」が適切であるか）は、はからずも杉の門下生（横山）の

作成した書籍により、意外な展開をもたらしました。 

 

４ 雑感 

前述のとおり、明治７年（1874 年）に「統計学」の訳書が

出版され、明治 14 年に行政組織名として「統計院」が創設

され、翌年には同院から「統計年鑑」が出版されるなど徐々

に「統計学」、「統計」という訳字が浸透てきました。まだ、

完全に定着したとは言い切れない面もあるかもしれません

が、統計訳字論争が行われたのは明治 22 年のことであり、

逸機の感があります。このこともあり、孤軍奮闘モードの今

井と、今井以外の杉グループのメンバーとの間の温度差を感

じます。スタチスチック雑誌(明治 22 年７月）第 39 号の

今井武夫「再ビ統計ニ就テ」の記事の冒頭に、今井氏個人の

見解であって、（スタチスチック社の)社説ではない旨の異例

の注記が加えられているが、このことも温度差の表れと思わ

れます。ただ、私たちは、今井が森鴎外に一歩も譲らなかっ

たことを忘れてはならないのです。 

ちなみに、福沢諭吉は、ベストセラーとなった「学問のす

すめ」（第 13 編、明治７年出版）において「スタチスチク」

を訳さず、原語をそのまま用いており、場合によっては、こ 

れが定着する可能性もなかったわけではないと思います。ま

た、大隈重信は、明治 14 年に統計院の設立を建議し、自ら

院長に就任しましたが、その設立前の明治 12 年１月、福沢

が大隈にあてた書簡のなかで「スタチスチックの仲間」、「統

計局の人」という用語がでてきており、明治の偉人二人の間

の会話で普通に「統計」というコトバが飛び交っていたのか

もしれません。 



２ 明暗を分けた海軍と陸軍の脚気対策 

 

（本稿は総務省統計局ＨＰ「統計図書館ミニトピックス号外

（統計データを駆使したナイチンゲール！）」を基に作成） 

 

１ 日清・日露戦争の頃の海軍と陸軍の脚気対策 

 日清・日露戦争の頃は、まだ脚気の原因（ビタミンＢ1欠

乏）が解明されておらず、深刻な問題でした。海軍と陸軍の

脚気対策3は明暗を分けることとなりました。島村史郎元総

理府統計局長は、その著書「欧米統計史群像」において「日

本でもし、１人のナイチンゲールがいたならば、おそらく数

十万人に達する兵士たちの生命が救われたであろう。」とし

ており、確かに、当時の日本にナイチンゲールのような人が

いたら、統計データを駆使して、必要な対策が講じられ、脚

気に負けることはなかったかもしれません。 

 

○明暗を分けた海軍と陸軍の脚気対策 

 脚気の原因 対策 備考 

【海軍】 
（海軍軍医） 

高木兼寛 

栄養欠陥説 

（脚気が欧米で

は見られないこ

とから食事が関

係しているので

はと考え、海軍

の練習艦「筑波」

の兵士の食事を

変えるなどの比

較実験の結果、

脚気は兵食改良

により効果があ

ると考えた） 

兵食改良 

（米麦混食

など） 

「２ 日清・

日露戦争に

おける海軍

の脚気の患

者数、死亡

者数」参照 

 

（兵食改良

により、脚

気の発生に

予防効果） 

【陸軍】 
（陸軍軍医総監） 

石黒忠悳 
 

（軍医部長） 
森鴎外ほか 

細菌説（細菌感

染による伝染

病説）、ドイツ

学派 

（ 栄 養 欠 陥 説

は、非科学的で

信ずるに足らな

いと主張） 

特 に 対 策

を 講 じ な

かった 

（白米食を

維持） 

「３ 日清・

日露戦争に

おける陸軍

の脚気の患

者数、死亡

者数」参照 

 

                                                       
3【参考資料】： 

・慈恵大学ＨＰ（建学の精神） 

・内田正夫「日清・日露戦争と脚気」 

https://www.wako.ac.jp/_static/page/university/images/_tz0716.b5706d4ad276df8bb8ffc5ce8c311f69.pdf#search=%27%E6%
97%A5%E9%9C%B2%E6%88%A6%E4%BA%89+%E8%84%9A%E6%B0%97%27 

・川田志明「銃弾よりも多くの命を奪った脚気心」https://www.jhf.or.jp/publish/bunko/21.html 
4 論争の概要については、松田誠「高木兼寛と森林太郎の医学研究のパラダイムについて」、内田正夫「日清・日露戦争と脚気」、

島村史郎「日本統計史群像」、宮川公男「統計学の日本史」に詳しく紹介されています。当時、脚気に麦飯が効くというのは、あ

くまでも経験則によるものであって、理論的にはこの病気の原因はまったく解明されていませんでした。特に陸軍において、細菌

説を信じる石黒や森にとって、海軍の高木の栄養欠陥説は、理論的に解明されていないことから非科学的で信ずるに足らないと主

張したものと考えられます。 
5 https://www.jst.go.jp/ristex/public/pdf/55_nagai2017.4.pdf 

なお、高木兼寛と森鴎外の「脚気論争」4については、永井

良三「統計思想と日本の文化」（講演録）5によれば、「統計は

メカニズムを実証するのではなく、仮説を創出する学術であ

り、その仮説によって因果も説明できることがある。鴎外は

「統計から因果は論じることはできない」という統計学の限

界に厳密だったゆえに、説明仮説まで否定したことが悲劇を

生んだ。」、「鴎外は･･･、「説明仮説」の効用にまで思い至ら

なかったと考えるのが適切と思われる。」としています。 

 

２ 日清・日露戦争における海軍の脚気の患者数、死亡者数 

内田正夫「日清・日露戦争と脚気」に日清・日露戦争にお

ける海軍の脚気の患者数などのデータがコンパクトに紹介

されていますので、以下に引用します 

海軍はもともと兵員数が陸軍より１ケタ少ない。そのこ

とを考慮に入れても、日清戦争における海軍の脚気患者は

34 名、死亡者ゼロであったことは注目に値する。日露戦

争でも、脚気患者 87 名、死亡者３名にすぎなかった。海

軍省医務局発表のこの数値には他病に分類されたものの

ある疑いもあるが、それにしても、いずれの戦争において

も陸軍とは対照的に、ほぼ完璧な予防成果を収めていたの

である。 

 

３ 日清・日露戦争における陸軍の脚気の患者数、死亡者数 

前掲の「日清・日露戦争と脚気」に日清・日露戦争におけ

る陸軍の脚気の患者数などのデータがコンパクトに紹介さ

れていますので、以下に引用します。 

（日清戦争） 

日清戦争･･･における脚気被害は、陸軍省医務局の公式

記録『明治二十七八年役陸軍衛生事蹟』（1907）でさえ、

「我軍ノ脚気患数ハ総計４万 1431 名...全入院患者ノ約

４分ノ１」を占め、「銃砲創１ニ付キ実ニ 11.23」、戦死者

977 人に対して脚気による死亡者は 4064 人、「古今東西ノ

戦役記録中殆ト其ノ類例ヲ見サル」と書かざるをえない惨

状であった（数字は算用数字に改めた）。もちろんコレラ

や赤痢など致死率の高い感染症の患者も少なくはなかっ

た。しかしそれにも増して脚気の患者数は群を抜いて高く、

そのうえ約 10％という高い致死率から見て、上の患者数

には軽症者が除外されていると推定される。動員総数約

20 万の日清戦争において、（公式に認定された者だけで）

兵員の約２割が脚気患者だったのである。 

 



（日露戦争） 

陸軍省医務局の公式記録である『明治三十七八年戦役陸

軍衛生史』（1924）では、脚気の統計すべてが、「軍事上ノ

関係ニ因リ」という理由によって比例値で表され、実数が

分からないからである）。そうではあるが、多くの論著が

依拠する史料（『医海時報』1908 年 10 月）によるならば、

全傷病者 35 万 2700 余人中、脚気患者は内輪にみて 21 万

1600 余人、他病に算入されているとみられるものを含め

て推定すれば少なくとも 25 万人に達する。戦病死者３万

7200 余人中脚気による死亡者 2万 7800 余人（約 75％）で

あった。死亡者が２万 7800 人ということは、通常の致死

率から逆算すれば患者数は 30 万人を超えていたとみてよ

いだろう。日露戦争の参戦総兵員約 108 万 8000 人、屍の

山を築いたといわれる旅順戦などを含めて戦闘による死

者総数約４万 6400 人という数字と比較するとき、脚気の

犠牲がいかに大きなものであったかがわかる。 

 

【参考】明治二十七八年役陸軍衛生事蹟.第３ 伝染病及脚気 下 

    

資料：国立国会図書館デジタルコレクション 

 

４ 脚気論争の結末6 

日露戦争の後、脚気批判の世論を背景に、明治 38 年

（1905 年）２月 25 日、衆議院議員山根正次（医師）が第

21 回帝国議会（衆議院）に「脚気病調査に関する建議案」

を提出し、可決されました。 

【画像】；帝国議会会議録検索システム 

                                                       
6【参考文献】島村史郎「日本統計史群像」、宮川公男「統計学の日本史」 
7 臨時脚氣病調査会官制（明治 41 年勅令第 139 号） 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2950824（国立国会図書館デジタルコレクション） 

これを受けて、明治 41 年（1908 年）、脚気の原因解明を

目的とした臨時脚気病調査会7が陸軍省に設置されることに

なりました。会長は陸軍省医務局長をもって充てることと

され、当時、同省医務局長であった森鴎外が初代会長を務

めました。調査会では、森鴎外らは従来から陸軍が主張し

てきた細菌感染症による伝染病説を視野に入れつつも、そ

の原因菌の発見に至りませんでした。 

転機が訪れたのは、鈴木梅太郎によるオリザニンの発見

で、脚気の原因（ビタミンＢ１欠乏）の特定につながりま

した。森鴎外の死後、脚気の原因をビタミン欠乏とする内

外での研究成果を調査会として追認せざるを得ない状況に

なっていったようです。 

国立公文書館ＨＰ「公文書にみる発明のチカラ-明治期の

産業技術と発明家たち」にオリザニンを発見した鈴木梅太

郎の功績について掲載されていますので、ここに紹介します。 

明治 43 年（1910 年）、鈴木は、米麹の中に脚気治療に

有効な成分「アベリ酸」があることを発見し、これを抽

出して「オリザニン」と名付け、明治 44 年「米糠中の

一成分アベリ酸の製法」（特許第 20785 号）として特許

を取得しました。オリザニンは、現在では「ビタミン

（B1）」として知られています。「ビタミン」は、鈴木と

ほぼ同時期に同様の発見をしたポーランド人科学者 C・

フンクが命名したもので、鈴木の国際学会への発表がフ

ンクより遅れたために、現在では「ビタミン」という名

称のほうが普及しました。 

さらに、オリザニンには、発表当時日本の医学界から

拒絶されたという事情もありました。脚気はビタミンの

欠乏から起こる病気ですが、当時の日本医学界では伝染

病によるものとの説が有力であり、医学ではなく農学博

士の鈴木が主張する学説は医学界では容易に受け入れら

れなかったのです。 

このように発表当初から鈴木の発見は不運な境遇にあ

りましたが、研究が進むにつれビタミンの栄養学上の有

効性が認められ、鈴木の功績も評価されるようになりま

した。 

 

５ 雑感 

原因が解明されていない中で治療薬や予防薬もないとき、

客観的な統計データをベースに現実を直視した上での対策

を講じることの重要性を改めて認識しました。当時の日本に

ナイチンゲールのような人が臨時脚気病調査会の委員に任

命されていたならば、統計データを駆使して、森鴎外とどの

ような議論をしたか、結果はどうなったか･･･時間をかけて

想像してみたいと思います。 

 

脚気病調査に関する建議案 

抑々(そもそも)本邦の脚気病たる其の病源明
(あきらか)ならず。 

従って、之が治療及び予防法の如き発見

あるなし。而して同病患者は年々其の数

を増加し、民力を減損する実に尠小なら

ず。若し夫れ一朝軍隊を冒すことあらむ

か洵(まこと)に一大事と謂わざるべからず。

帝国政府は宜く今に於て脚気病調査会を

起し、学者、有識者を集め此の病源を研究

せしむるは真に刻下の急務なりと認む。 

右建議す。 
※（筆者が原文のカタカナをひらがな表記にし、旧字体

はできるだけ新字体にし、ルビ等を付しました。） 


